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１ 教科領域研究テーマ 

科学的根拠に基づき探究する自律型学習者の育成 

 

２ 教科領域テーマ設定の理由 

2010 年代に「VUCA な世界」という言葉が広まったが，その当時は近未来的なイメージで

捉えられていた。ところが今では，教育 DX の推進や AI の劇的な進化により，生徒たちが

VUCA な世界を経験することは確実であろう。白井(2020)は，よりよい未来を創造するため

に，生徒が自分や他者，地球全体を考えたウェルビーイングの実現に向けた意思決定を学ぶ

こと（エージェンシーを育む学び）が必要だと主張している。 

そこで，理科部会では，エージェンシーを発揮した生徒の姿を「自然環境などの日常生活・

社会の諸問題を自分事として捉え，科学的根拠を基に賢明な意思決定で，解決に取り組む人」

（自律型学習者と定義）とし，教科領域テーマを，「科学的根拠に基づき探究する自律型学

習者の育成」と設定した。 

 

３ 具体的な研究内容・方法 

⑴ 日常生活・社会との関連を重視した探究的・教科横断的な学習 

自律型学習者を育成するには，理科での学習を実社会での問題発見・解決に活かしていく

ための探究的・教科横断的な学習が必要である。昨年度からの探究の型（フレームワーク）

を用いた授業設計を踏襲し，STEAM 教材などの教科横断的な学習教材を組み合わせた単元設

計を行う。 

⑵ 生徒のメタ認知的活動を促す自己調整学習 

 メタ認知的活動とは，自分自身の認知プロセス（思考や学習）について考えることであり，

自己調整学習とは，生徒が自分の学習プロセスを計画，監視，評価，調整する学習方法のこ

とである。理科では，AAR サイクルとして「目標設定」「立案」「学習の監視と評価」「次の学

びへの調整（転化）」を重要視し，自分の学習プロセスを理解し，それを効果的に管理・調

整する能力を向上させることを目指していく。これらの活動により，生徒は自分に適した学

習方法を見付け，学びを自分事にする自律型学習者になることができると考える。 

 

４ 校内授業計画 

○「理科×英語×ＡＩでの授業実践」（３年・７月・真木 大輔） 

○「物体の運動」（３年・１１月・山根 典之） 

○「            」（２年・２月・沖野 俊也） 


